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中学校における特別支援教室 

「プラス」の順次導入について 

１．概要 

本市では、発達障害のある児童の増加に対応するため、東京都のガイドラインに沿い、平成

28年度からの 3年間で、すべての小学校に特別支援教室「キラリ」を開設いたしました。 

この実績を踏まえ、平成 31 年度からは中学校においても、従来の情緒障害等通級指導学級

の仕組みを見直し、33（2021）年 4 月までに、すべての中学校に特別支援教室を設置する予定

です。 

学校生活にプラスアルファを与えられる場として、生徒を応援するプラス面の役割を持ち、一

人ひとりの可能性がもっと広がるようにとの願いを込め、愛称を「プラス」に決定しました。 

これまでの準備状況と、今後の設置スケジュール等についてご報告いたします。 
 

２．初年度導入校２校での指導開始に向けた準備状況 ························· 別紙資料① 

平成 30 年 5 月に、中学校特別支援教室のあり方を検討する組織を設置し、必要な備品等の

選定や帳票類の見直し、導入校での理解啓発の進め方、教育課程の編制等について、協議を

重ねているところです。 

在籍校に特別支援教室が設置された場合は、校内で指導を受けることを原則としつつ、生徒

本人の利用のしやすさを尊重する観点から、昨年 11 月には、現在の通級指導学級を利用中の

生徒を対象に、新年度からの指導場所変更について個別に意向調査を行いました。 

また、初めての巡回校となる立川第九中学校において、全校朝礼や保護者会、新入生説明会

の機会を活用し、教育委員会からのご説明やチラシ（別紙資料②）の配布をさせていただくなど、

特別支援教室プラスをより深くご理解いただく取り組みを継続して行っています。 

 

  

立川第九中学校 学習室 

（特別支援教室プラス設置場所） 

改修工事の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 1月 24日 

第2回教育委員会定例会 

教育部 教育支援課 

東京都の補助金を活用し、 

空調機を設置。 

 

学習の内容や、生徒の特性等に応じて 

教室を分けられるように、 

間仕切りも設置。 

本年２月末を目途に備品や什器を搬入。 

３月には、内覧会を開催する予定です。 
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３．２年目以降の導入スケジュールについて（案） 

＜導入スケジュールの基本的な考え方＞ 

（１）平成 32（2020）年度は、新たに 5校に設置します。 

  ・従来の通級指導学級設置校（立川第三中学校、立川第八中学校） 

・市内で最も他校に通級している生徒が多い、立川第五中学校 

・特別支援学級の設置がない、立川第四中学校、立川第七中学校 

（２）平成 33（2021）年度は、残る 2校に設置します。 

  ・立川第一中学校、立川第二中学校 

（３）小学校での実践を踏まえ、拠点校 1校あたりの巡回校数は 1～2校とします。 

導入後の利用生徒数の推移に注視しながら、全校に設置される平成 33（2021）年

4月時点までに、拠点校を 4校まで順次増やしていく予定です。 

 

 





 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


